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レクチ ュア を予 定 してお り

ま した石谷治東工大教授 の

御母上様 が、一昨 日急病の

ため、急遽変更 させ ていた

だきま した。

党派 を超 えて国家 的課題 を追求す る
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新 エ ネ ル ギ ー 委 員 会 の お 知 らせ （第33、回）

日 時

場 所

平成31年3月6日 （水 ）午後1時 半～4時

衆議院第二議員会館 地下1階 第5会 議室

千代 田区永 田町2－1－2

◆ 国会議事 堂前駅 （丸 の内線 ・千代 田線）①番出 口より4分 、永 田町

駅 （有楽 町線 ・半蔵 門線）①番出口より下車3分 。 当 日、午後1時

よ り、議員 会館 玄関 にて、通行証を差 し上 げます。その時刻前 に到

着 された方は、恐縮ですが、受付脇のロビーにてお待 ち下 さい。ま

た、会議開始後にお越 しの方は、受付に 「第5会 議 室 に行 きたい」

旨お伝 え下 され ば、お迎えに参 ります。

議 題1、 最 近 の再 生 ・新 エネ ルギー について想 う

挨拶 中島稔新エネルギー委員長

2、 産 業設備 コンサル タ ン ト40余 年回想録

解 説 長 友正治先 生 （時代を刷新す る会評議員、元 日本技術

士会理事兼海外業務促進委員長）

3、 『新 エネルギー 関連 ニ ュー スNO．183』

解説 中島稔 新 エネルギー委 員長

報 告 去 る2月6日 開 催 の第330回 新 エ ネル ギー 委 員 会 は、 中 島稔

新エネル ギー委員長が議長 を務 め行われま した。

まず、中島委員長 よ り、 「最近の再生 ・新エネル ギー について想 う」

と題 して開会挨拶がありま した。中国は電気 自動車普及 に舵を切 って

きたが、航続距離の短 さや長い充電時間 とい うボ トルネ ックが解消 さ

れないことか ら、最近になって 日本が得意 とす る燃料電池車に軸足を

移 しては、 とい う意見が一部か ら出るようになった。10年 後 に燃料

電池 車 は現在 の30倍 まで普及 す る と予測 され る。今 回の技術 もその

一翼 を担 うもの として期待 したい
。

次に、清原淳平専務理事より、本 日の講師 ・AGC㈱ 商 品開発研 究所 立松 伸新

商品開発第二部長の経歴紹介がありま した。次 に、立松部長 より、「燃料電池の

小型化 ・低 コス ト化 に向けた高性能電解質薄膜」 と題 して解説 をいただきまし

た。 内閣府 の省庁横断プロジェク トエmPACTに 、大手6社 、理研 と6大 学 が参

加 し、燃料 電池 自動 車の共同開発 に取 り組 んでお り、弊社 は電解質膜の開発 を

行っている。薄膜化によって、膜の抵抗が小 さくな り、プロ トンの導電性が向

上す るので、出力は上が り、低温で動 くので小型化でき、加湿器のコス トも削

減できる。ただ し、耐久性 の問題 と、燃費性能の低下が難題であった。まず前

者 については、電磁波発生装置sprig－8を 用 い て、電解 質 をい ろい ろな形 に

曲げて、 どのように組成が変化す るかを観察 し、分子構造 も調べた。 これ らの

分析結果は、全 く別の手法にかかわ らず、同 じような結果になった。そ こで、

ミクロ構造を制御 したフッ素系ポ リマーを開発 し、耐久性は5倍 に向上 した。

後者 にっいて は、水素が膜を透過 し、プ ロ トンが透過 しにくくなると性能が低

下 して しま うことを防ぐため、膜表面にナ ノシー ト材料 を採用 した。 こ うして

作 られた燃料電池が車載 され るまでには、安全性テス トを繰 り返 し、5～10年

後 く らいにな るだ ろ う。 日本 でも燃料電池車 を普及 させ るために、消費者 に補

助す るのではな く、中国が行っているメーカに対する支援 を拡充 させては どう

か。

次 に、中島稔委員長 よ り 『新エネルギー関連ニュースNo．182』 の解説 が あ

りま した。今 回は、○全固体電池で リチウムイオンの動きを解明。原子の並び

がそろってい るときに電解質 と電極の間を通 りやすい ことが判明。○急速充電

可能 な リチ ウムイオン電池。負極の性能を高めた。○厚 さ1㎜ 未 満 の次世 代電

池。 医療 量 に需要。○太陽光発電による苦情が増え、環境アセスメン トの対象

に。 また、住宅用太陽光発電が原因とみ られ る火災が10年 間で百数 十件 起 き

て い る。 その影響か らか、太陽光発電関連 の倒産が増加傾 向にある。○植物 か

らプラスチック原料を合成、○長芋の残渣 でバイオマス発電、な どの解説があ

り、一 同大いに勉強にな りま した。

★ レクチュアにつき、当日会費 会員千円にご協力を。

次回、3，月6日 （水）の新エネルギー委員会に

御芳名

出 一欠 （いずれかに○印）

貴方様のFAX

テロ対策への警備からの要請上、会 員に限ります。

非会員で参加希望者は、2日 前 までに履歴書をご提 出下さい。

（その際の会費は二千円となります。）

事 務局宛FAXO3－3507－8587

協 和 協 会 事務 局iESO3－3581－1192時 代 を刷 新 す る会 事 務 局 智03－3272－4320

匝 ］http： ／／www．jidai・assin．jp西kiy・hara＠jidaisassin．j

当 日 連 絡 先080（8836）6203（ 重 田 ）080（9292）2620（ 高 津 ）


